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★
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
お

ち
ょ
や
ん
」
が
終
わ
っ
た
。
若
い
世
代
に

は
、
全
く
馴
染
み
が
な
い
が
、
終
戦
後
、

ラ
ジ
オ
、
映
画
で
大
活
躍
し
た
浪
花
千
栄

子
さ
ん
の
苦
労
と
辛
抱
の
半
生
を
描
い
た

ド
ラ
マ
。
ド
ラ
マ
だ
か
ら
、
脚
色
が
あ
り
、
事
実
で
な
い

部
分
も
あ
る
。
大
筋
で
は
、
そ
の
人
の
人
生
で
あ
ろ
う
。

★
そ
の
前
の
番
組
は
、
作
曲
家
古
関
裕
而
さ
ん
の
一
生

を
描
い
た
ド
ラ
マ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、
古
関
裕
而
と

い
う
人
に
、
特
に
関
心
が
な
か
っ
た
が
、
軍
歌
、
歌
謡

曲
、
応
援
歌
、
そ
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
行
進
曲
、

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
歌
を
作
曲
し
、
国
民
に
勇
気
と

感
動
を
与
え
続
け
た
作
曲
家
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

★
Ｎ
Ｈ
Ｋ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
大
河
ド
ラ
マ
も
見
て
い
る
。

特
に
「
八
重
の
桜
」
は
見
ご
た
え
が
あ
っ
た
。
私
は
参

議
院
総
務
委
員
会
で
「
八
重
の
桜
」
に
ク
レ
ー
ム
を
つ

け
た
こ
と
が
あ
る
。
会
津
若
松
を
代
表
す
る
女
性
は
山

本
八
重
で
は
な
く
、
山
川
捨
松（
東
大
総
長
山
川
健
次
郎

の
妹
、
12
才
で
米
国
留
学
、
大
山
巌
の
妻
で
鹿
鳴
館
の

花
と
言
わ
れ
た
）で
は
な
い
の
か
と
質
し
た
。
そ
の
考
え

は
、
今
で
も
変
わ
ら
な
い
。
★
「
八
重
の
桜
」
を
観
賞

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航
以
降
の
、
幕

府
や
各
藩
の
動
き
と
戊
辰
戦
争
で
の
会
津
藩
の
役
割
、

そ
し
て
八
重
の
兄
・
山
本
覚
馬（
京
都
府
顧
問
・
初
代
府

議
会
議
長
）を
通
じ
て
の
京
都
の
近
代
化
、
さ
ら
に
、
同

志
社
大
学
設
立
に
情
熱
を
傾
け
る
新
島
襄
の
苦
労
な
ど

が
理
解
で
き
た
。
★
今
、
大
河
ド
ラ
マ
は
渋
沢
栄
一
の
生

涯
を
描
く
「
青
天
を
衝つ

け
」
で
あ
る
。
渋
沢
を
通
じ
て
、

幕
末
か
ら
明
治
へ
の
日
本
の
近
代
化
、
資
本
主
義
経
済

発
展
の
過
程
が
学
べ
る
の
で
は
な
い
か
と
密
か
に
期
待

し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
通
じ
て
、
そ
の
周
辺
の
事

に
も
興
味
が
湧
き
、
思
わ
ぬ
余
得
と
喜
ん
で
い
る
。
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参議院予算委員会で、感染対策を講じ、国民の命と健康を守って、
オリパラを開催すると答弁する菅首相

恒 心恒 心

5月 号

苦
悩
が
絶
え
な
い
菅
首
相

大規模摂取始まる大規模摂取始まる
どうなるのか直前に控えたオリ・パラどうなるのか直前に控えたオリ・パラ
大規模接種始まる　大規模接種始まる　
どうなるのか直前に控えたオリ・パラどうなるのか直前に控えたオリ・パラ

東
京
、
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
コ
ロ
ナ

も
収
ま
る
か
に
思
え
た
が
、
感
染
者
は
増
え
続
け
た
。
政
府
は
宣
言
の
延

長
を
行
い
、
さ
ら
に
爆
発
的
に
増
え
て
き
た
北
海
道
、
愛
知
、
福
岡
、
広

島
、
岡
山
も
緊
急
事
態
宣
言
地
域
に
指
定
し
、
23
日
か
ら
沖
縄
も
追
加
し

た
。
そ
し
て
、
感
染
を
徹
底
的
に
防
ぐ
た
め
、
再
延
長
を
決
定
し
た
。
一

体
こ
の
先
、
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
国
民
の
不
安
は
日
毎
に
高
ま
っ
て

い
る
。
24
日
か
ら
、
東
京
、
大
阪
で
実
施
さ
れ
る
大
規
模
接
種
会
場
で
の

受
付
が
開
始
さ
れ
た
。
1
日
で
も
早
く
接
種
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が

多
く
、
申
込
者
が
殺
到
し
て
、
混
乱
が
心
配
さ
れ
た
が
、
順
調
に
受
付
が

終
了
し
た
。
こ
の
調
子
な
ら
ば
、
菅
首
相
が
期
待
し
て
い
る
7
月
末
に
は
、

完
了
す
る
の
で
は
な
い
か
。
一
方
、
感
染
者
が
減
少
し
な
い
実
状
を
見
て
、

7
月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
8
月
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
否
定
的
な
声

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
の
世
論
調
査
で
も
開

催
に
反
対
す

る
声
が
過
半

数
を
超
え
て

い
る
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ま

で
あ
と
2
ヶ

月
と
迫
っ
て

き
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
、

50
年
前
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク

へ
の
高
揚
感

が
、
国
民
の

間
に
全
く
見

ら
れ
な
い
の

は
残
念
で
あ

る
。
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議長選出後、
議場で就任挨拶をする田中新議長

深
刻
な
地
方
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足

深
刻
な
地
方
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足

立
候
補
規
制
緩
和
の
動
き

立
候
補
規
制
緩
和
の
動
き

京
都
府
議
会
議
長
　
菅
谷
寛
志
氏

京
都
市
会
議
長
　
田
中
明
秀
氏

京
都
府
議
会
議
長
　
菅
谷
寛
志
氏

京
都
府
議
会
議
長
　
菅
谷
寛
志
氏

京
都
市
会
議
長
　
田
中
明
秀
氏

京
都
市
会
議
長
　
田
中
明
秀
氏
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5
月
19
日
、
京
都
府
議
会
は
新
し
い
議
長
に

菅
谷
寛
志
氏
を
選
出
し
た
。
菅
谷
氏
は
第
82
代

京
都
府
議
会
議
長
で
あ
る
。
5
月
20
日
、
京
都

市
会
は
田
中
明
秀
氏
を
選
出
し
た
。
田
中
氏
は

第
85
代
京
都
市
会
議
長
に
な
る
。
京
都
の
議
長

は
、
府
議
会
、
京
都
市
会
と
も
、
明
治
時
代
に

地
方
議
会
が
開
か
れ
て
以
来
、
全
国
地
方
議
会

の
指
導
的
立
場
に
あ
る
。
前
議
長
、
田
中
英
夫

氏
は
都
道
府
県
議
長
会
々
長
と
し
て
、
地
方
議

会
の
懸
案
の
課
題
、
と
り
わ
け
議
会
の
位
置
づ

け
・
権
限
・
議
員
の
職
務
等
を
、
法
律
に
明
確

に
す
る
よ
う
に
政
府
に
強
く
働
き
か
け
、
地
方

議
会
の
要
望
実
現
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
菅
谷

氏
も
田
中
議
長
に
負
け
ず
劣
ら
ず
、
地
方
議
会

の
発
展
に
力
を
尽
く
し
て
貰
い
た
い
。
市
議
会

は
東
京
都
23
区
、
792
市
を
含
め
、
全
国
815
市

区
議
会
が
あ
る
。
旧
五
大
都
市
は（
横
浜
、
名

古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
）は
、
他
の
市
と

は
違
っ
て
、
特
別
な
権
威
、
伝
統
が
あ
る
。
本

来
は
市
議
会
議
長
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
五

大
都
市
に
限
っ
て
市
会
と
呼
び
、
議
長
は
市
会

議
長
と
呼
ぶ
。
議
員
は
そ
れ
だ
け
強
い
プ
ラ
イ

ド
を
持
っ
て
い
る
。
地
方
政
治
は
首
長
も
議
員

も
、
と
も
に
有
権
者
か
ら
直
接
選
ば
れ
る
が
、

首
長
と
議
員
の
役
割
は
必
ず
し
も
一
緒
で
は
な

い
。二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
立
場
と
し
て
、

地
方
議
会
に
与
え
ら
れ
た
権
能
と
役
割
を
自
覚

し
、
時
に
は
知
事
、
市
長
と
厳
し
く
対
峙
し
、

緊
張
関
係
を
持
ち
つ
つ
、
京
都
府
、
京
都
市
の

発
展
に
大
い
に
力
を
尽
く
し
て
貰
い
た
い
。

小
規
模
自
治
体
の
議
員
の
な
り
手
不
足
は
、

非
常
に
深
刻
で
あ
る
。
数
年
前
、
高
知
県
大
川

村
で
は
、
議
会
を
廃
止
し
て
、
代
わ
っ
て
町
民

総
会
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
。

幸
い
に
地
元
の
人
達
に
よ
る
立
候
補
者
発
掘
の

努
力
の
結
果
、
数
人
の
立
候
補
者
が
名
乗
り
を

上
げ
、
議
会
が
維
持
出
来
た
。
小
さ
な
自
治
体

議
員
の
待
遇
は
、
一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
比

較
し
て
、
非
常
に
低
い
。
議
員
報
酬
は
低
額

で
、
と
て
も
生
活
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

年
金
制
度
も
な
く
、
議
員
退
職
後
、
無
年
金
と

な
っ
て
し
ま
う
。
従
っ
て
、
若
い
人
で
、
地
方

自
治
に
関
心
が
あ
っ
て
も
、
一
般
勤
労
者
と
比

較
し
て
、
余
り
に
も
貧
弱
な
待
遇
の
た
め
、
立

候
補
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
の
が
現

実
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
が
理
由
で

は
な
い
。
小
さ
い
自
治
体
で
は
、
町
の
役
場
と

の
請
負（
仕
事
上
の
取
引
関
係
）の
あ
る
人
が
多

い
。
現
在
で
は
、
個
人
で
自
治
体
と
請
負
関
係

が
あ
る
人
は
、
法
律
で
立
候
補
出
来
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
余
り
に
も
厳
し
過
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
、
少
し
緩
和
し
て
ほ
し
い

と
、
か
ね
て
よ
り
全
国
の
地
方
議
長
会
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
。
関
係
者
が
検
討
を
重
ね
た
結

果
、
役
所
と
の
請
負
金
額
が
、
300
万
円
程
度
な

ら
規
制
の
対
象
か
ら
外
し
、
立
候
補
出
来
る
よ

う
に
地
方
自
治
法
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
動
き

が
出
て
き
た
。
改
正
に
よ
っ
て
、
議
員
の
な
り

手
不
足
の
解
消
に
は
な
ら
な
い
が
、
先
ず
は
出

来
る
こ
と
か
ら
手
を
つ
け
よ
う
と
し
た
。

◆
抱
　
負
◆

こ
の
度
、
京
都
府
議
会
の
第
82
代
議
長
に
就

任
致
し
ま
し
た
。
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
今
日
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

医
療
・
検
査
体
制
の
拡
充
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
の
確
立
、
そ
し
て
社
会
・
経
済
の
立
て
直
し

等
、
私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
に
勝
利
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
西
脇
知
事
・
行
政
と
議

会
が
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
府
民
の
安
全
・
安

心
・
生
活
を
守
り
抜
い
て
参
り
ま
す
。
そ
し
て

地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
き
、
二
元
代
表
制
を

担
保
す
る
た
め
に
議
会
の
権
能
を
最
大
限
発
揮

し
、
よ
っ
て
住
民
自
治
の
更
な
る
発
展
に
取
り

組
む
所
存
で
す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
抱
　
負
◆

こ
の
た
び
、
130
年
を
超
え
る
歴
史
と
伝
統
あ

る
京
都
市
会
第
85
代
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
京
都
市
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
と
と
も
に
財
政
危
機
に
も
直
面
す
る
中
、
何

よ
り
も
市
民
の
皆
様
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
、
安

心
・
安
全
を
守
り
、
こ
の
局
面
を
乗
り
越
え
る

た
め
に
、
全
力
を
傾
注
す
る
決
意
を
新
た
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
会
の
責
務
は
行
政
に

対
す
る
監
視
機
能
や
政
策
提
案
・
立
案
機
能
な

ど
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
を
早
く
、
広
く
、
正

確
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
後
議

長
と
し
て
「
見
え
る
市
会
」「
伝
わ
る
市
会
」

の
取
組
を
よ
り
一
層
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昭
和
36
年（
60
才
）京
都
市
生
ま
れ
。

京
都
大
学
大
学
院
修
了
。
衆
議
院
議
員
奥
田
幹

生
秘
書
を
経
て
、
平
成
11
年
38
歳
で
府
議
会
議

員
初
当
選（
現
在
6
期
）、
府
監
査
委
員
、
関
西

広
域
連
合
議
会
議
長
、
自
民
党
京
都
府
連
幹
事

長
を
歴
任
。

昭
和
36
年（
59
才
）、
京
都
市
生
ま
れ
。

あ
べ
の
辻
調
理
師
専
門
学
校
フ
ラ
ン
ス
校
卒
。

自
民
党
京
都
府
連
青
年
局
次
長
、
副
幹
事
長
、

京
都
市
会
教
育
福
祉
委
員
長
、
市
会
改
革
推
進

委
員
長
、
産
業
交
通
水
道
委
員
長
、
京
都
市
監

査
委
員
。

議長選出後、
議場で就任挨拶をする菅谷新議長
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◀
京
都
府
第
2
区

◀
京
都
府
第
4
区

◀
京
都
府
第
6
区

◀
京
都
府
第
1
区

◀
京
都
府
第
3
区

◀
京
都
府
第
5
区
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前
尾
先
生
の
書

前
尾
先
生
の
書

遺
族
か
ら
二
ノ
湯
議
員
に
贈
呈

遺
族
か
ら
二
ノ
湯
議
員
に
贈
呈

二
ノ
湯
議
員
が
秘
書
と
し
て
仕
え
て
い
た
前

尾
繁
三
郎
先
生（
宮
津
市
出
身
）は
自
民
党
の
幹

事
長
、
数
々
の
大
臣
、
そ
し
て
衆
議
院
議
長
を

歴
任
し
、
政
界
随
一
の
読
書
家
で
あ
り
、
書
に

も
優
れ
た
文
人
政
治
家
で
あ
っ
た
。
選
挙
区
で

あ
っ
た
地
域
を
回
る
と
、
い
ま
だ
に
消
防
団
の

詰
め
所
、
公
民
館
な
ど
に
前
尾
先
生
の
書
が
掛

け
ら
れ
て
い
る
。
先
日
、
前
尾
先
生
の
甥
か
ら

先
生
の
書
を
形
見
と
し
て
あ
な
た
に
貰
っ
て
も

ら
い
た
い
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
何
幅
か
あ
っ

た
が
、「
中
者
天
下
之
正
道
」
を
選
ん
だ
。
昭

和
50
年
、
先
生
が
衆
議
院
議
長
時
代
の
書
で
あ

る
。
昔
の
人
は
字
が
上
手
い
と
言
え
ば
、
そ
れ

だ
け
の
話
で
あ
る
が
、
今
の
世
代
、
政
治
家
も

書
道
離
れ
が
甚
だ
し
く
、
お
世
辞
に
も
上
手
と

は
言
え
な
い
。
ひ
と
昔
前
な
ら
、
地
域
の
有
力

者
宅
を
訪
ね
る
と
、
玄
関
先
に
、
政
治
家
の
揮

毫
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
今
は
、
そ
ん
な
家
は

見
か
け
な
い
。
伝
統
文
化
を
大
事
に
継
承
す
る

こ
と
が
、
保
守
政
党
・
自
民
党
の
役
割
と
使
命

で
あ
る
。
大
い
に
反
省
す
べ
き
で
あ
る
。

中ち
ゅ
う

者し
ゃ

天て
ん

下か

之の

正せ
い

道ど
う

と
は

南
宋
の
朱し

ゅ
熹き（
朱
子
学
の
祖
）が
著
し
た
「
中

庸
宇
章
句
」
に
あ
り
、
右
に
も
左
に
も
偏
ら

ず
、
生
き
て
い
く
の
が
世
界
の
正
し
い
道
で
あ

る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
権
力
に
媚
び
ず
、
我

が
道
を
行
っ
た
先
生
の
生
き
方
に
ぴ
っ
た
り
の

言
葉
で
あ
る
。
先
生
70
才
の
作
品
で
あ
る
。

先
月
号
で
次
期
衆
議
院
総
選

挙
を
睨
ん
で
各
選
挙
区
支
部
長

と
参
議
院
議
員
と
の
連
名
の
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
を
お
願
い
致
し

ま
し
た
。
お
陰
様
で
多
く
の

方
々
か
ら
、
ご
協
力
の
声
が
届

き
ま
し
た
。
当
初
、
1
選
挙
区

500
枚
程
度
の
掲
示
を
目
指
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
目

標
数
を
達
成
出
来
そ
う
で
す
。

今
後
、
出
来
る
だ
け
多
く
の

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
有
権
者

の
皆
様
に
、
広
報
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ご
賛
同
賜
れ

ば
、
事
務
所
に
ご
連
絡
頂
く

か
、
先
日
「
え
と
す
」
に
同
封

致
し
ま
し
た
葉
書
を
ご
返
送
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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一
、
外
務
省
が
毎
年
発
行
す
る
「
外
交
青
書
」

で
、
習
近
平
国
家
主
席
を
国
賓
と
し
て
迎
え
る

こ
と
に
つ
い
て
日
程
を
調
整
す
る
段
階
で
は
な

い
と
記
述
し
た
。
今
日
の
中
国
の
覇
権
主
義
を

考
え
れ
ば
そ
ん
な
環
境
に
は
な
い
し
、
日
本
国

民
は
決
し
て
歓
迎
し
な
い
。

一
、
防
衛
白
書
が
発
行
さ
れ
た
。
改
め
て
日
米

同
盟
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
さ

か
の
時
の
ア
メ
リ
カ
頼
り
で
は
、
全
く
虫
の
良

す
ぎ
る
話
で
あ
る
。
日
本
が
独
自
で
我
が
国
を

守
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
真
剣
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

一
、
4
月
25
日
、
北
海
道
、
長
野
、
広
島
で
の

衆
参
選
挙
で
自
民
党
が
敗
れ
た
。
長
野
は
と
も

か
く
、
北
海
道
、
広
島
は
自
民
党
議
員
の
不
祥

事
に
よ
る
選
挙
。
有
権
者
の
厳
し
い
審
判
が
下

さ
れ
た
。
予
想
通
り
の
結
果
だ
と
は
言
え
、
自

民
党
は
謙
虚
に
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
順
調
に
進
ま
な
い
。
し

び
れ
を
切
ら
し
た
菅
総
理
は
、
実
務
を
担
う
地

方
自
治
体
に
協
力
を
要
請
し
た
。
参
議
院
自
民

党
は
、
3
月
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
自
治
体
に

意
見
を
聴
取
し
政
府
に
届
け
た
。
我
々
の
意
見

に
耳
を
傾
け
て
い
れ
ば
、上
手
く
い
っ
た
筈
だ
。

一
、
私
が
通
っ
て
い
た
三
重
県
の
片
田
舎
の
小

学
校
で
は
、
同
級
生
が
幼
い
妹
を
負
ぶ
っ
て
き

て
、
授
業
中
教
室
の
後
ろ
の
方
で
遊
ば
せ
て
い

た
。
家
の
手
伝
い
、
弟て

い
妹ま

い
の
世
話
を
す
る
の
が

当
た
り
前
で
あ
っ
た
。
今
そ
れ
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
と
い
っ
て
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活
動をご支援いただける会員を募集してお

ります。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主
張にご賛同いただき、ご入会下さいま

すようお願い申し上げます。
新政経懇話会

年会費　1口1万円
入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

願
い
す
る
側
の
人
た
ち
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
る

場
面
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
昨
年
12
月
14
日
の

菅
首
相
、
二
階
幹
事
長
ら
の
ス
テ
ー
キ
会
食
を

は
じ
め
、
松
本
衆
議
院
議
員
ら
い
わ
ゆ
る
「
銀

座
三
兄
弟
」、
女
性
と
ラ
ウ
ン
ジ
を
訪
れ
た
白

須
賀
議
員
、
銀
座
の
ク
ラ
ブ
を
訪
れ
た
公
明
党

の
遠
山
議
員
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
性
風
俗
店

を
訪
れ
た
高
井
議
員
、
23
人
で
深
夜
ま
で
送
別

会
を
開
催
し
た
厚
労
省
。
い
っ
ぽ
う
地
方
自
治

体
に
お
い
て
も
、
20
人
の
県
議
会
議
員
と
会
食

を
し
て
い
た
飯
泉
徳
島
県
知
事（
ち
な
み
に
こ

の
方
は
全
国
知
事
会
会
長
）、
自
身
の
後
援
会

員
90
名
と
会
食
し
た
谷
本
石
川
県
知
事
、
100
人

規
模
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
し
た
三
日
月
知

事
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

や
は
り
「
自
分
た
ち
は
特
別
だ
」
と
の
特
権

意
識
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
経
済
ダ
メ
ー
ジ
は
平
成
の
30
年
で
拡
大
し
た

格
差
を
あ
ぶ
り
だ
し
、
低
所
得
者
層
を
中
心
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
う
し
た
苦
し
み
に
鈍
感
な
リ
ー
ダ
ー
層

の
あ
り
方
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
有
事
に

お
い
て
、
国
民
、
県
民
・
府
民
と
の
信
頼
関
係

が
ベ
ー
ス
に
な
い
と
、
い
く
ら
宣
言
や
措
置
を

振
り
か
ざ
し
て
も
実
効
性
は
上
が
ら
な
い
の
で

す
が
。

桜
美
林
大
学
客
員
教
授　

二
之
湯 

武
史

東
京
都
に
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
発
令

さ
れ
て
い
た
4
月
20
日
、
日
本
医
師
会
の
中
川

俊
男
会
長
が
、
自
身
が
後
援
会
長
を
務
め
る
自

見
英
子
参
議
院
議
員
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー

に
他
の
役
員
14
名
と
出
席
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

中
川
会
長
は
連
日
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
し
国
民

や
政
府
に
対
し
て
厳
し
い
注
文
を
し
て
き
た
張

本
人
で
す
が
、
ご
自
身
の
行
動
に
関
し
て
は
脇

が
甘
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
の
対
応
も
お

粗
末
で
、
日
本
医
師
会
の
記
者
会
見
も
途
中
退

席
し
て
記
者
の
質
問
か
ら
逃
れ
る
な
ど
、
自
ら

の
説
明
責
任
を
果
た
す
つ
も
り
は
な
い
よ
う
で

す
。ち

な
み
に
多
く
の
国
民
は
日
本
医
師
会
が
す

べ
て
の
医
療
関
係
者
の
代
表
の
よ
う
に
錯
覚
し

て
い
る
節
が
あ
る
の
で
す
が
、
実
態
は
開
業
医

中
心
の
業
界
団
体
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
の
最
前
線

で
戦
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
大
学
病
院
や
公
立
病

院
な
ど
と
は
利
害
関
係
や
考
え
方
に
相
違
が
あ

る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。1

年
以
上
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
政

治
家
や
官
僚
と
い
っ
た
国
民
に
行
動
制
限
を
お

コ
ロ
ナ
禍
に
問
わ
れ
る

コ
ロ
ナ
禍
に
問
わ
れ
る

リ
ー
ダ
ー
の
モ
ラ
ル

リ
ー
ダ
ー
の
モ
ラ
ル

教
師
に
よ
る
児
童
生
徒
へ
の
わ
い
せ
つ
行
為

は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
わ
い
せ

つ
行
為
の
原
因
は
、
現
在
の
医
学
で
は
治
癒
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
教
師
が
、
再
び
教
壇
に
立
つ
こ
と

が
出
来
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
再
発
防
止

に
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
現
在
、
教
職
員
は
、

都
道
府
県
、
及
び
政
令
指
定
都
市
教
育
委
員
会

が
採
用
す
る
。
例
え
ば
現
在
、
京
都
市
の
学
校

で
わ
い
せ
つ
行
為
で
懲
戒
免
職
に
な
り
、
免
許

を
失
っ
て
も
、
数
年
後
、
ま
た
免
許
を
取
得
で

き
、
京
都
府
の
教
員
採
用
試
験
を
受
け
て
教
壇

に
立
つ
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
を
防
止
す
る
た

め
、
今
回
、
わ
い
せ
つ
行
為
で
懲
戒
免
職
に
な
っ

た
履
歴
を
文
科
省
が
一
元
管
理
し
、
問
題
教
師

に
は
教
員
免
許
を
原
則
再
発
行
し
な
い
こ
と
に

す
る
。
委
員
長
提
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
お
そ

ら
く
今
国
会
中
に
は
成
立
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

わ
い
せ
つ
教
師
再
任
禁
止
法
案

わ
い
せ
つ
教
師
再
任
禁
止
法
案

超
党
派
議
員
で
提
案

超
党
派
議
員
で
提
案


